
5593 中山道ママチャリ旅：下諏訪宿・夕食後のひと時 ④ 150  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

お⽉さまを⾒ながら、いろいろなことが⾛⾺灯のように、思い浮かんだ。 

⼈⽣には、いいことも、そうでないことも、まさかが、発⽣する。⾝体と時間とお⾦。 

詳細は避けるが、横浜の病院に緊急入院検査、２週間ほど単⾝⼊院。 

いろいろあって、京都に戻る選択と決断。その転機を経たあとの、中山道 69次、ひとり旅。 

そんな⼼境下の、ママチャリの旅だっただけに、特別な思いがあったように思う。 

 

 

 
 

 

   

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

下諏訪の宿にて、今⼀⼈、ラジオでも何度も拝聴し、興味を抱いていた、小沢昭一さん。 

下記の額が飾ってあった。また、何という偶然なのか、三浦雄一郎さんのテレビ番組。 

下諏訪宿は、中⼭道 69 次と甲州街道の分岐点。初志貫徹。中⼭道 69 次。 

そして、翌朝の朝⾵呂前のロビー。「夕顔や ろじ それぞれの 物がたり」を今⼀度。 

 

⼈⽣は、出会いや、きっかけ、偶然や、運にも、影響されることが、強いようだ。 

今、世界も⽇本も、コロナの影響。過去と現在。夢と現実。自律に⾃⽴、油断大敵を再確認。 

 

 

   

 

 

   


